要旨
【目的】特別養護老人ホームの感染管理担当者がとらえている職員の手指衛生実施状況，手指衛生環境，手指衛生教育の現状と課題，教育展開支援ニーズを明らかにすることとした。
【方法】A県内の感染管理認定看護師および感染症看護専門看護師が在職していない特別養護老人ホーム6施設の感染管理担当者6名に対し，半構造化面接による調査を行い質的帰納的に分析した。手指衛生環境は視察した。
[bookmark: _GoBack]【結果】研究協力者は，職員が【ケア時の手指衛生】は実施できていることと一部実施できていないことがあるととらえていた。実施できない状況では，【忙しさやスタッフの少なさ】などが抽出された。施設内の手指消毒薬の常設は少なく，携帯型手指消毒薬を活用している施設はなかった。職員教育の内容は石けんと流水の手洗い方法が中心であった。手指衛生教育の課題として，【感染予防としての手指衛生の重要性に対する職員の認識が低い】が抽出された。教育展開支援として，外部専門家による各施設に合った研修等を望んでいた。
【考察】感染予防を目的とした手指衛生の意識づけ，手指消毒の方法と携帯型手指消毒薬の積極的活用，手指衛生のタイミングを強化することが重要であると示唆された。さらに，外部専門家による教育支援体制構築の必要性が示唆された。
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